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しているのはみんな拘離だ。 i等と女性を僻し女性の人権を傷つける発言をしました。私達 I 
ばってん-うーまんの会は直ちに他の女性団体と連携し、中)1八洋氏を始め卸皮大洋学長、文部 堅 、戸
大臣、同時ノ輔I村議長会に抗議文を出しました。
その後のこと、
中川氏の発言は各新聞や週刊誌にも掲載され、そのことで筑波大の中川氏所属の学穿罪文員会議
にも出され r~司犠色合学類に関する特服庇査会」カ設置。(週刊期日)すると中川氏はせクシ
ハラスメントに当る発言をしたなどと非難する文書カ配布されたことをめぐり名誉を傷付けムれ
た学穿辰の綾騨賊等本告訴。学生新聞部からはばってん・うーまんの会の事務局へ問しミ合わせ
があったりしました。
そして今、
学類長の樹[裕子氏は大学から「持脹で訴訟まかりならぬjとのことで学類長を剖壬。フリー
になったことで中)11八洋氏を女性蔑視等で訴え「裁判に全力を尽くしますJとのことです。長崎
L期I村議長会の朝寿局長は「中川氏の識寅のテープはあるともないといzし3ませんJとのことな
ので、裁判jへの提出は無理かもしれない。しかしばってんーうーまんは400人のその時の識寅を
聞いた人達の l人有馬女性問議の森弥栄さんを証言台にたってもらうよう運動したい。
主麦音防谷弓こ季対受をつ乞主愛しよう
